
【GIGA×指導の工夫・改善】 子どもの学習状況を見取る視点・場面・指導の工夫 １／２

様式Ⅱ-B1

＜考察＞
子どもが授業の中で学習状況を見取る視点とし

て「既習事項が活かされているか」「教科の見
方・考え方が表れているか」の２点に着目してき
た。この２点で教師が子どもの学習状況を把握し、
適切に介入していくことは子どもの深い学びに繋
げるための教師の大切な役割の一つと考える。
「既習事項が活かされているか」「教科の見

方・考え方が表れているか」 の２つの視点が現れ
る場面として、「問い」「ノート・端末での整理
の仕方」「対面でのコミュニケーション」「振り
返り」の４つの場面を、教師が特に意識して、個
別指導の充実を図ってきた。(スライド右側の黄色
枠は、教師の指導の工夫。以下、見取りの具体。
★は児童の変容)

【問い】
・既習事項･･･前単元、前学年を参照しているか
（「前は～だったけど、今回は～」など）
・見方・考え方･･･◇単元・毎時の問い→身につけ
てきた力や本単元の見方・考え方を関連させて設
定しているか◇授業の中で→分かったこと（事
実）から、見方・考え方を働かせながら問い直し、
新たな考えを生み出しているか など
★単元導入時に立てる問いを、既習事項を生かし
て立てようとする児童が増えてきた。また、分か
ったことだけでなく、疑問もあわせて書き出す児
童も出てきた。

【ノート・端末での整理の仕方】
・既習事項･･･課題に対して、まずはこれまで使っ
てきた見方・考え方からアプローチできているか
・見方・考え方･･･見出しを使って分類しているか、
キーワードが抜き出せているか、自分なりにまと
めているか
★教師の板書を書き写すだけでなく、児童オリジ
ナルのまとめ方が出てきた。さらに、既習事項や
見方・考え方が表れていたり、情報を分類しなが
ら整理したりする児童も増えてきた。

●問いを立てる練習を継続的に行う。
●集めた問いをもとに、◇みんなで追求する問い ◇個人で追求する問い（私の問い）
◇議論する視点 などを子どもと設定する時間をとる

低学年は短冊や板書で共有 端末上での問いの共有へ

大切にしたい「見方」ごとに見出し
をつけて、分かったことを分類させ
る

●他者参照の際、着目させたいとこ
ろに★マーク（なぜマークを付けた
かは児童が考える）
●着目させたいことや全体で考えさ
せたいことを教師が発問→端末上に
残し、児童同士で解決

●大切にしたい「考え方」で、分か
ったことを分析させる
●見方・考え方を働かせたり、既習
を想起しながら問いを設定させる

天草市立本渡南小学校（熊本県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】

問い

整理の仕方のポイント



【GIGA×指導の工夫・改善】 子どもの学習状況を見取る視点・場面・指導の工夫 ２／２

様式Ⅱ-B1

＜考察＞
【対面でのコミュニケーション】
・既習事項･･･これまで意識したり使ったりしてき
た言葉や方法で、コミュニケーションをとること
ができているか
・見方・考え方･･･全学年で共有している「考え方
を表す言葉・話し合い方」を使いながら、考えを
交流しているか
※児童が会話の中で獲得したものは、色分けや場
所を決めるなど区別して整理させるなどしている
★簡単に納得せず、「考え方を表す言葉」を使っ
て説明を聞いて分からないところを尋ねる児童が
増えてきた。見方・考え方については、「でも～
の視点からみると･･･じゃない？」と、自分なりの
視点をもって交流する子も見られるようになった。

【振り返り】
・既習事項と見方・考え方に関する記述があるか
※本校の授業改善の柱である「学び方のスキル」
についても記載させて、見取っている。
★記述量が増えてきただけでなく、「今日使った
〇〇の目（見方）は～」など、課題解決に向けた
着目点について記述する児童が増えてきた。

以上のように「既習事項が活かされているか」
「見方・考え方を働かせているか」の２点に着目
して、児童の見取りを行ってきた。
教師の手立てについては、本校の授業改善の柱

である「学び方のスキル」「見方・考え方」の２
点からシートに整理したり、校内研修において重
点項目の設定と振り返りを継続したりしている。
どの学年でも意識している指導の工夫は、・教

材分析に基づいた教師の価値付け・価値の高い考
え方の共有・価値の高い考えの吟味（教師と児童
で）である。

（参考）学習の進捗を見取る際は、自由進度学習、
家庭学習などの見取りを行う際に、既習と見方・
考え方の２点に着目しながら見取り、個別指導や
個別評価を行うなどしている。

【１学期 社会科】

【国語科】チェックポイント
として課題を設定→児童が取
り組んだ内容を、担任が評価
＋コメント→児童は修正or次
の課題へ

【算数科・体育科】ポイン
ト・やり方を事前に共有→児
童は学び方を選択→自分のペ
ースで取り組み、それに対し
て教師は適切なタイミングで
個別指導
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授業の振り返りの変容（同じ児童の記述）

対面でのコミュニケーションの例を共有・掲示（全学年、国語科「話す・聞く」対応）

（参考）自由進度学習における進捗の見取りと指導の工夫

その時間・単元で大切になる見方・考え方を働かせている児童
を手本として取り上げる
→なぜ良いのか、全員で考える（吟味）時間を繰り返し設定する

【２学期 社会科】


